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こころとからだをすっきり！ヨガタイム 

 
ヨガで自分の身体と向き合ってみませんか？ヨガの目的はきれいなポーズをとることではありません。その日の

身体がどんなふうに動くか動かないか、意識を自分に向ける時間です。呼吸が深くなり、肩こり、腰痛、疲労感もや

わらぎます。もちろん腰痛予防にもいいですよ！ ぜひ参加してみてください♪ 講師は石田久美さんです。 
 

★ヨガ：全身をうごかすヨガ 

日 時：１２月１６日（月） 

１７：００-１８：１５ (OPEN１６：４５） 

場 所：油小路事務所２F 

持ち物：動きやすい服装・タオル・飲み物 

参加費：無料 
  

＊このヨガクラスは、ＪＣＩＬ自立支援事業所の利用者と家族・介助者を対象にしています。 

 

 

 

日 時：2019 年 12 月 12 日（木） 
 

18：30 - 20：30（18：00 開場） 
 

会 場：メルパルク京都７Ｆ「オリオン」 
 
参加費：3,500 円 

（5,６00 円のビュッフェ飲み放題つき） 
 

申込み：12 月８日（日）まで 
下記 TEL・E-mail にて 
お申し込みください。 

 

 

2019 年12 月12 日（木） 

 

今年も本当にありがとうございました。 

一緒に食事とお酒を囲んで、お互いをねぎらいましょう！ 

JCIL 本体、ワークス共同作業所、自立支援事業所、 

コミュニティサロン・ファーストステップの合同企画です。 

自立支援事業所の利用者・介助者のみなさんも一緒に楽しみましょう！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小松 食 堂  
アンケートＢＯＸを小松食堂の時に 
置いています。 
リクエストお待ちしています！ 

 職員自己紹介 
① なまえ  ② JCIL との関わりはいつから？ 

③ きっかけは？ ④ どんな仕事をしてますか？ 
⑤ A：大切にしていること B：これからしたいこと 

10 月から職員が増えました。 

どうぞよろしくお願いします。 

① 小川 拓哉 （おがわ たくや） 

② 5 月より介助者として働いています。 

③ 元々、東京で 5 年ほど介助者として働いており、

自立生活センターとの関わりがあったので、地元

の奈良で自立生活センターを探したのですが潰

れ、そこで JCIL に「働かせてくれ」と連絡。 

④ 11 月よりコーディネーターをやってます。 

⑤ A：無理をしない。 

B：慣れたい。 

みなさん盛り上げてくれて、一年間あり

がとうございました。 

来てくれてありがとうの感謝をこめて、

16 日は、少しプレゼントがあります。 

小松 
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※ いめーじです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業所職員ミーティング 2019.11.12 

 

介助現場での 

虐待・守秘義務を考える 

 

月１回の事業所職員ミーティン

グで改めて虐待防止について

勉強会を行いました。 

 

虐待を防止するためには… 

1）虐待を防止するための体制

づくり 

2）人権意識、知識や技術向上

のための研修 

3）虐待を防止するための取り

組み 

 

などが必要です。 

今回はパワーポイントの資料を

見ながら小泉さんからお話しが

あり、その後、事例をもとに４グ

ループにわかれて話し合いをし

ました。 

 

・気持ちが爆発してしまう前に

どこかで悩みを話せたらいい 

・日頃のイライラや不満をどう

やって解消するか 

・コーディネーターが利用者と

介助者双方の状態を把握でき

ているか 

・介助者の体力や労働条件、

介助者不足 

・障害特性の理解や適切な支

援をするための研修があれば 

 

などの意見が出て、活発なグル

ープワークになりました。 

 

介助の現場では、障害者の人と介助者が長い時間

一緒にいます。人と人が同じ場所にいることで、互いに

ストレスを感じる場面はあるように思います。 

「虐待」はしてはいけない。そう頭ではわかっている

はずです。でも、それでも、イライラしたり、カーッとなっ

たりすることがあるかもしれません。 

だからこそ、ストレスをためないよう、一人で抱え込む

ことのないよう、それぞれにいろんな工夫が必要です。 

これからもミーティング等の機会を利用して、JCIL 全

体として改めて皆さんと一緒に考えていけるようにして

いきたいと思っています。 

小泉 浩子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名(ふりがな)、職業、必要な配慮(車いす、手話通訳等)、電話番号、懇親会の出欠を 

件名「シンポジウム申し込み」 で carewokangaeru@gmail . com へ送信 

 

         
 

主催 NPO法人風雷社中 / 共催 立命館大学生存学研究所 / 企画協力 知的障害者の自立生活についての声明文プロジェクト 

【申込み方法】12/9（月）17 時迄 
 
①氏名②所属③連絡先 
④参加部分：a.全日参加、b.上映会
のみ、c.報告会のみ  
⑤必要な支援をお知らせください。 

（１）メール 

件名：「20191221 地域で暮らすイベ
ント申込」で 
arsevent@st.ritsumei.ac.jp へ 

（２）電話：075-465-8475  
（平日 9:00～17:30） 

（３）FAX：075-465-8245 
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